
 中国科学院大学で、7月 2日（火）から 7月 6日（土）まで、” Theoretical modeling 

of earthquake rupture”というタイトルで、毎日、(1)8:00-8:50, (2)8:50-9:40, 

(3)10:00-10:50, (4)10:50-11:40 という時間割の下、講義を実施した。総計、20時間

の講義である。講義は板書を中心としながら、パワーポイントも併用した。毎回、20 人

強の出席者があったが、試験を受けたのは 19 名である。なお、試験は、自宅に帰って

から解き、翌日に提出という形にした。これは、学生からの要望（短期間の間での集中

した講義のため、じっくりと考える時間がほしいとの要望）と、講義の進捗が想像して

いたよりも遅かったため、試験に時間をとられるよりも講義を進めたいというこちらの

希望にもよる。講義の進捗が遅かったという事情は、受講者の背景の違いを考え、基礎

的理解に十分に時間をとったためである。試験の結果を概観すると、それにもかかわら

ず基礎的な理解が不足している学生がやや多いと言わざるをえない。基礎的理解も目的

に含め、ある程度体系的な講義を行うとするならば、今後とも、一人が通して 20 時間

の講義を実施したほうが良いのではないかと思う。なお、採点は滞在中に行い、結果を

提出してきた。滞在中、孫教授には大変お世話になった。 

 

 中国科学院大学は、地下鉄 1号線の玉泉路駅のすぐ近くにあり、毎日、講義後、午後

は地下鉄を使って、酷暑の北京の街を探訪した。その際、地下鉄車内では、総計 5－6回

くらい若者から席を譲られた。そんなに年をとってみえるのだろうか。ちなみに日本で

は、そのような経験は皆無である。それにしても、ありがたいことであった。 
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